コチョウランBA処理による花持ち試験について

埼玉県農林部農業支援課　小礒由美

１　目的
　コチョウランの鉢物栽培では、花茎の着蕾数を増加させるために植物成長調整剤（ＢＡ）を利用している事例がみられる。しかし、一部の品種では花飛びや、日持ちが悪くなるなど品質の低下を招いている。

　そこで、処理濃度や処理方法を変えることで、コチョウランの開花、日持ちへの影響を確認する。

２　試験方法
（１）実施場所：加須市下崎　ふくしま花園　　埼玉県農林総合研究センター園芸研究所

（２）供試作物：コチョウラン　SOGO YUKIDIAN ‘V3’

（３）供試薬剤：ビーエー液剤（ベンジルアミノプリン液剤　3.0％）

（４）試験区の構成
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３　処理時期及び方法
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　　処理方法は、ハンディ噴霧器による花茎先端部へ1回噴霧（処理花：第７花～10花）

　　(写真1）し、処理後は1株ごとにロングポット（4号）で管理し、花茎が倒れないよ
　　うに支柱を立てクリップで軽く止め、放任とした。
４　調査内容及び方法

　（１）調査内容
　　　　着蕾数の確認 ： 出荷期のステージでの着蕾数

　　　　花とびの確認 ： 処理時に花芽分化すると思われる蕾（第11花）
　　　　花持ちの確認 ： 小花ごとに観賞不可を判定　
　（２）確認方法
　　　　観察により花弁の萎れ、ふけ（透ける）などの症状が現れた時点で観賞不可能
　　　とする。
　（３）調査時期
　　　　花飛びの確認：8月22日BA処理後、第１花が開花した時点から調査を開始
　　　　花持ちの確認：10月7日園芸研究所へ移動後から調査を開始。
　　　　（出荷後の観賞環境を想定し、移動によるストレスを与え環境を変えた）
　　　　試験期間：平成26年8月22日～12月27日

５　調査結果

　（１）着蕾数について

　　　　出荷可能な時点での各処理区ごとの着蕾数を調査した結果、1回の処理では効　

　　　果が不十分であり無処理との差はなかった。処理回数は多いほうが無処理よりも
　　　着蕾数は増加した。処理による薬害は100ppmの濃度でも認められなかった。栽
　　　培管理中に花が枯れてしまった株は病気による1株のみであった。(図1）
　（２）開花及び花飛びの確認について　
　　　　小花の開花は、早い株で第1花が8月24日から始まり、第10花は9月27日
　　　で遅い株は10月4日であった。処理区による開花の遅延は認められなかった。
　　　また、花飛び現象については確認できなかった。（データ省略）
  （３）花持ちについて

　　　　10月7日に園芸研究所に移動後、花持ちの調査を開始し12月27日まで実施
　　　した。（写真2　第1花開花後約120日、移動後約12W）
　　　　花の状態は写真3のようになった時点で観賞不可と判断した。調査開始後7
　　　週間までは観賞不可となった小花はなかった。その後観賞不可となった小花数は
　　　調査終了時までに11花しかなく、処理濃度や回数による違いは判然としなかっ
　　　た。（表1）
　（４）処理による小花の大きさへの影響について

　　　　ＢＡ処理が花の大きさに影響するか、第1花、および第8花、第10花（ＢＡ

　　　を噴霧した花）の花の大きさを調査したところ差はなかった。（表2）
６　まとめ
　　以上の結果から、今回のＢＡ処理方法による実証試験では着蕾数の増加は認められた
　ものの、花飛びや花持ち、小花の大きさへの影響は確認できなかった。統計処理はして
　いないが処理回数は多いほうが着蕾数の増加に効果が高い傾向にあった。

７　最後に

　　一部の品種で花飛びや、日持ちが悪くなるなど品質の低下を招いていることから、今
　回の試験を行ったが、そのような影響は見られなかった。ＢＡ処理については、現地で
　実施されている処理量や処理部位、処理方法などの事例を収集したうえで評価する必要
　がある。

　　ＢＡの特性について、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 花き研究所から、
　以下のような助言をいただいので紹介する。

　　①ベンジルアミノプリン（以下ＢＡ）はかなり移動しにくい物質であり、かかった部

　　位へ影響を及ぼす。花持ちが悪くなるとすれば、ＢＡのかかった部位の花に発現する。
　　②ＢＡはクロロフィルの分解を抑制する効果があり蕾等に緑が残る可能性がある。

　　③ＢＡ処理により気孔の開閉に影響することはない。

　　このような症状が出ている場合はＢＡ処理による影響の可能性があると考えられる。

　　また、今回の処理方法は１株ずつ花茎先端部へ噴霧器で１回噴霧したものである。そ
　のため、処理量等は均一に定量で実施しているので、処理方法や噴霧量が異なる場合に　

　は今回と同様な結果が得られない場合があるので取り扱いには注意が必要である。
	表1　調査期間中に観賞不可となった小花一覧表　

	　
	観賞不可となった
月　日
	処理
濃度
	処理
回数
	小花の

位置
	備　考
（開花日）

	1
	11月24日
	0
	0
	1
	8月26日

	2
	11月26日
	0
	1回
	12
	10月7日

	3
	12月5日
	10ppm
	1回
	13
	蕾

	4
	12月8日
〃
	10ppm
	5回
	1
	8月27日

	5
	
	40ppm
	5回
	13
	11月17日

	6
	12月9日
〃
	20ppm
	5回
	1
	8月28日

	7
	
	40ppm
	1回
	11
	10月4日

	8
	12月14日
	40ppm
	5回
	12
	11月1日

	9
	12月18日
	100ppm
	3回
	13
	11月19日

	10
	12月26日
	30ppm
	3回
	12
	10月20日

	11
	12月27日
	10ppm
	5回
	14
	10月23日

	　＊調査期間：平成26年10月7日から12月27日まで


	表2　小花の大きさ調査結果（調査日　平成26年12月1日）

	濃度
	回数
	第1花
	第８花
	第10花

	
	
	縦(cm）
	横(cm）
	縦(cm）
	横(cm）
	縦(cm）
	横(cm）

	0ppm
	0
	11.5
	9.6
	11.2
	10.2
	11.1
	9.8

	
	1回
	11.8
	10.3
	11.7
	10.3
	11.5
	9.6

	
	3回
	12.1
	10.4
	11.5
	9.9
	11.4
	9.3

	
	5回
	11.8
	10.2
	11.4
	9.9
	11.4
	10.0

	10ppm
	1回
	11.9
	10.2
	11.6
	10.1
	11.3
	9.8

	
	3回
	11.6
	9.9
	11.3
	9.5
	11.2
	9.7

	
	5回
	11.7
	10.0
	11.3
	9.8
	11.1
	9.7

	20ppm
	1回
	11.8
	10.0
	11.4
	9.8
	11.3
	9.6

	
	3回
	11.7
	10.0
	11.4
	9.8
	11.2
	9.7

	
	5回
	12.1
	10.6
	11.6
	10.5
	11.5
	10.1

	30ppm
	1回
	11.7
	10.0
	11.5
	9.7
	11.3
	9.6

	
	3回
	11.6
	10.0
	11.0
	9.6
	11.0
	9.5

	
	5回
	11.7
	10.3
	11.3
	9.8
	11.2
	9.3

	40ppm
	1回
	11.5
	9.8
	11.2
	10.0
	11.1
	9.5

	
	3回
	11.7
	10.2
	10.9
	9.7
	11.1
	9.5

	
	5回
	11.6
	10.2
	11.3
	9.8
	11.0
	9.5

	100ppm
	1回
	12.0
	10.6
	11.7
	10.0
	11.4
	9.6

	
	3回
	11.3
	10.2
	10.5
	9.2
	11.2
	9.5
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写真1　ＢＡ処理時の様子　（左：噴霧処理　右：処理時の花芽）
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写真2　12月22日（第1花開花後約120日、移動後約12W）の様子

　　　 左から無処理、10ppm、20ppm、30ppm、40ppm、100ppm、
　　　 処理回数は100ppmは3回、その他は5回
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写真３　観賞不可の小花（左）と　健全小花（右）
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図1　1株あたりの着蕾数（調査日：平成26年10月17日）





　　以上、コチョウラン部会の依頼により生産者と革新専門員が連携して現地における実証試験を実施しました。少しでも皆様の経営、栽培管理技術の参考となれば幸いです。


　また、このような機会を与えていただきましたことに感謝申し上げます。











